
第5章 大規模事故対策計画
第1節 計画の目的 ・ 対象及び活動体制等

第1節 計画の目的・対象及び活動体制等

＜防災危機管理室＞

市は、 大規模事故災害が発生した場合の対策に関し、 目的と対象を明らかにし、 そのた

めの活動体制及び初動時の情報連絡について定めることにより大規模事故による被害か

ら市民等の生命、 身体、 財産等の保護に努める。

1 計画の目的

都市化の進展、産業の高度化、交通輸送の高速・大量化等により、産業施設や交通機関にお

ける事故が大規模な被害を発生させるおそれが高まっている。 このような大規模事故が発生し

た場合への対策に関しては、地震や風水害対策とは異なり、それぞれの事故特有の対応が必要

となることも少なくない。 そのため大規模事故が発生又は発生のおそれがある場合に対応する

ため、大規模事故対策計画として別に計画を定めることにより、大規模事故による被害から市

民等の生命、 身体、 財産等を守ることを目的とする。

2 計画の対象

本計画において、 計画対象として記載する大規模事故は以下のとおりである。

各種事故対策 事故事象の例

第2節 大規模火災対策 市街地大火

第3節 危険物等災客対策 工場における化学物質による爆発

第4節 長崎地区油災客対策 船舶の衝突事故又は座礁による油流失

第5節 海上災害応急対策 船舶の衝突事故

第6節 鉄軌道災害対策 ①脱線事故

②列車同士の衝突事故

第7節 道路災害対策 ①トンネル内の多重衝突事故

②危険物漏えいを伴う事故

③トンネル内の落盤事故（天井板等の落下も含む）

第8節 原子力災害対策 ①原子力発電所における重大事故による放射性物質の

漏えい ・ 拡散

②放射線取扱施設における事故等による放射性物質の漏

えい ・ 拡散

第9節 不発弾等の処理対策 ①工事現場等における不発弾の偶発的な発見

②悔域における不発機雷の発見

しかし、上記以外にも形態や要因の異なる大規模事故や、複数の事故が複合して発生し大規

事故 — 1
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